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■■  ははじじめめにに 

昨今では、環境負荷の低い水素エネルギーの利用が着
目されている。しかし、水素の貯蔵・輸送・製造には多くの
課題がある。我々は水素キャリアとしてギ酸に注目してい
る。ギ酸は高い水素貯蔵量を有し、水素を生成する際のエ
ネルギーが低く、100 ℃以下の加熱で効率的に水素が得
られる特徴を有する。加えて、水素生成時に生成する二酸
化炭素を利用してギ酸を再生させることも可能である。即
ちギ酸を水素キャリアとした循環型のエネルギー社会の構
築が可能である。（図１） 
我々のグループでは均一系Ir触媒（図２ 左）を用いて80 

oC程度でギ酸を加温するだけで、昇圧器なしで150 MPaを
超える高圧水素が発生する現象を見出した。１、２この発見
から実用化に向けた検討を進めていたが、バッチ式では
“長時間連続”して“大量”の高圧水素を製造することが困
難であることが判明した。そして、触媒の固定化あるいは
固体触媒による流通式反応システムへ転換が求められた。 
そこで、本研究では、ギ酸からの昇圧器を用いない連続

した高圧水素供給に向けて高耐久性固定化触媒の開発を
行い、開発した触媒を用いて水素生成反応を行ったので、
それに関しての報告を行う。 

■■  活活動動内内容容  
11..  新新規規ポポリリママーー固固定定化化触触媒媒のの開開発発  

固定化する錯体触媒として、高効率で水素製造を行うこ
とが可能なビピリジン系配位子を有するIr系錯体触媒を用
いた。固定化するための担体は、汎用的高分子の一つで
塩基性高分子であるポリエチレンイミン（PEI）を選択し、固
定化を行った。（図２）3 

 
22..  ポポリリママーー担担持持触触媒媒にによよるるギギ酸酸脱脱水水素素化化反反応応  

固定化前のIｒ錯体触媒（ピンク）と合成したIr錯体担持ポ

リマー触媒（緑）の活性の比較を図3に示す。合成したIr錯

体担持ポリマーのTOF値は、17,348h-1と固定化触媒の中

では最高の性能をしめした。更に錯体触媒と比較しても低

下を36％まで抑制することが可能であった。 さらに、実験

後の触媒は静置するのみの簡便な方法により反応後の溶

液と触媒の分離を行うことが可能であった。（図４） 
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図3 固定化前後での触媒活性の比較
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図4 ギ酸脱水素化後の固定化触媒（ 静置のみ）
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図1 ギ酸を利用し た循環型エネルギー社会
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図2 かつて報告し た均一系錯体触媒と 新規固定化触媒
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